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補正予算 全て
原案可決

議会だより No.206　2

本会議の状況

○介護施設等整備事業費補助金（4,512万円追加）
　介護施設等の創設を条件に行う広域型施設の大規模修繕に対する、介護施設
等整備事業費補助を追加するもの。

○民間保育所等物価高騰対策事業費（電力等価格高騰対策）（1,920 万円追加）
　物価高騰支援策として、民間保育所、認定こども園及び地域型保育事業所の賄材料
費について、民間保育所等賄材料費軽減対策支援金を追加するもの。

○健康診査事業費（32万 4千円追加）
　若年がん患者の在宅介護サービスに係る利用料等の経済的負担を軽減するため、若年がん患者在宅療
養支援事業費補助を追加するもの。

○御津北部小学校校舎改修事業費（２億8,000万円減額）
　４年度一般会計第９号補正に前倒し計上したため、減額するもの。

○三蔵子小学校校舎改修事業費（245万６千円追加）
　仮設校舎の手洗い箇所数を増やすため、仮設校舎借上料を追加するもの。

○中央図書館管理運営費（200万円追加）
　５年９月１日に営業開始を予定している喫茶コーナーの厨房機器について、営業に
必要な機器を取り替えるため、事業用器具費を追加するもの。

○公共施設整備基金繰入金（１億5,000万円減額）
　御津北部小学校校舎改修事業費の減額に伴い、財源としていた公共施設整備基金
からの繰入金を減額するもの。

令和5年 6月定例会
会期　６月６日～６月２２日（１７日間）

　令和５年度一般会計補正予算をはじめとした１９議案の
ほか、同意２件、報告４件、諮問１件が提出されました。
　また、１２人が一般質問、４人が緊急質問を行いました。

※議案審議の内容は抜粋したものです。詳しくは、６ページの議決状況の一覧または
ホームページをご覧ください。 

（右のＱＲコードよりアクセスできます。通信料は利用者負担です。）

令和５年度の事業を行うに当たり、当初予算に過不足が生じたものについて、その内容や
理由を確認し、審査しました。主に本会議で質疑が行われた項目を掲載します。

歳　出

歳　入

一般会計補正予算（第２号）



3　議会だより No.206

○災害救助費（1,512万円追加）
　豪雨により、床上浸水など住居への損害を受けた世帯主に対する災害見舞金９１２万円及び、その居
住する住宅が全壊した世帯に対する被災者生活再建支援金６００万円を追加するもの。

○処理センター管理運営費（843万７千円追加）
　豪雨により、処理センター内に裏山の土砂が流入したため、土砂立木等の撤去・処分に係る補修工事
費を追加するもの。

○下水道事業会計繰出金（1,476万７千円追加）
　豪雨により損傷した雨水管の緊急修繕及び、浸水により故障した機械設備の復旧工事等に係る経費に
ついて、繰出金を追加するもの。

○水道事業会計繰出金（電力等価格高騰対策）（３億4,009万１千円追加）
　電力等価格高騰の影響が続く中、市民及び市内事業者の経済的負担を幅広く軽減することを目的とし
て、水道料金の基本料金の減免を行う経費について、繰出金を追加するもの。

○営業収益　給水収益（３億3,753万９千円減額）
　電力等価格高騰の影響が続く中、市民及び市内事業者の経済的負担を幅広く軽
減することを目的として行う水道料金の基本料金の減免により、減額するもの。

○営業費用	 雨水管渠費（742万７千円追加）
	 	 ポンプ場費（360万円追加）
　豪雨により破損した雨水管の緊急修繕等に伴うもの。

○建設改良費　公共下水道汚水管渠整備費（829万４千円追加）
　　　　　　　処理場整備費（374万円追加）
　　　　　　　ポンプ場整備費（1,360万円追加）
　豪雨により浸水した機械設備等の復旧に係る工事請負費を追加するもの。

○被災者生活再建支援事業費補助（300万円追加）
　被災者生活再建支援金に対する県補助金を追加するもの。

歳　出

収　入

支　出

歳　入

一般会計補正予算（第３号）

水道事業会計補正予算（第１号）

下水道事業会計補正予算（第１号）

本会議の状況

一般会計補正予算（第３号）は、６月２日からの豪雨により
被害を受けた方々への災害見舞金などを追加するものです。



条例の一部改正 全て
原案可決

議会だより No.206　4

本会議の状況

○市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

　新型コロナウイルス感染症が５類感染症に変更されたことを踏まえ、新型コ

ロナウイルス感染症に係る感染症作業手当の支給を廃止するとともに、今後、

新型コロナウイルスの変異株その他の新型インフルエンザ等がまん延した場合

に、それに対処する作業に従事した職員に感染症作業手当を速やかに支給でき

るよう必要な措置を講ずるもの。

○市税条例の一部改正　総務委員会での質疑・答弁（一部抜粋）を 13ページに掲載しています。

　地方税法の一部改正に伴い、市税制度の適正化を図るため、所要の措置を講ずるとともに、規定の整

備を行うもの。

【改正の主な内容】

・森林環境税の徴収方法等及び固定資産税の課税標準の特例割合を定める。

 国税である森林環境税を、６年度から個人の市民税と併せて賦課徴収するために必要な規定の

整備を行うなど。

・個人の市民税に係る給与所得者の扶養親族等申告書の記載事項を簡素化する。

 申告書に記載すべき事項が、前年に提出した内容から異動がない場合、

その旨を記載した申告書を提出できることとする。

・軽自動車税の賦課徴収の特例を見直す。

 電動キックボードが、現行の原動機付自転車から区分し新たに定義される

ことに伴い、軽自動車税（種別割）の税率区分の見直しなどを行う。

○国民健康保険条例の一部改正　福祉委員会での質疑・答弁（一部抜粋）を 14ページに掲載しています。

　国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、後期高齢者支援金等賦課限度額及び保険料の減額に係る所

得判定基準額を引き上げるとともに、雇用保険法施行規則の一部改正に伴い、所要の既定の整備を行う

もの。

○火災予防条例の一部改正

　「対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに

関する条例の制定に関する基準を定める省令」の一部改正に伴い、急速充電

設備について規制の対象となるものの範囲を見直す等の措置を講ずるととも

に、健康増進法の一部改正を踏まえ、火災予防上設置が必要な標識に係る規

制を見直すもの。

【改正で見込まれる主な効果】

・大出力の急速充電設備に係る基準について、国の基準に合わせた規制緩和により、

大型の電気自動車等の普及拡大に関して適切な対応が図られる。

・多くの利用者がある映画館等の施設における喫煙所等の標識や図記号について、

健康増進法と本条例で重複する基準がある状況が一本化され、施設設置者の負担軽

減につながる。
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○諏訪町６号踏切道の歩道設置工事に係る協定の締結

　改良が必要な踏切道として国土交通大臣の指定を受けた諏訪

町６号踏切道について、歩道を設置するに当たり、名古屋鉄道

株式会社との間で工事に関する協定を締結するもの。

　協定金額　１億６，４１０万円

○コンピュータ機器等の取得

　市役所及び市立小中学校全３６校分のコンピュータ機器等を更新するもの。　

　品名等   庁内用コンピュータ機器一式　サーバ９台

　　　　　小中学校用コンピュータ機器一式　サーバ８台

　　　　　小中学校用コンピュータ用ソフトウェア　３６校分

　取得金額　１億１，１９８万円

○小型動力ポンプ付積載車の取得

　市消防団に配備している車両の更新のため、小型動力ポンプ

付積載車４台を取得するもの。

　取得金額　５，５４４万円

○三蔵子小学校校舎大規模改修工事のうち建築工事請負契約の

締結

　三蔵子小学校校舎の大規模改修工事のうち建築工事の請負契約を締結するもの。　

　契約金額　１２億６，５００万円

○御津北部小学校校舎大規模改修工事のうち建築工事請負契約

の締結

　御津北部小学校校舎の大規模改修工事のうち建築工事の請負

契約を締結するもの。　

　契約金額　１億８，７００万円

○学校給食センター厨芥処理機の取得

　学校給食センターに設置している機器の更新のため、厨芥処

理機１台を取得するもの。

　取得金額　３，０１９万５千円

歩道設置工事前の諏訪町６号踏切道

契約案件

本会議の状況

全て
原案可決

昨年度購入した同タイプの
小型動力ポンプ付積載車

改修工事を行う御津北部小学校
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本会議の状況

議決状況の一覧

■6月定例会 ○賛成 ×反対　

未来―とよかわ未来（18） 公明―公明党市議団（3）  共産―日本共産党豊川市議団（2） 清廉-清廉の会（2）  無会派―1人会派（4）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名
会 派 別 賛 否 状 況 議 決

結 果未 来 公 明 清 廉 共 産 無会派

37　５年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

38　市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○× 可決

39　市税条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○× 可決

40　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

41　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正

○ ○ ○ ○ ○ 可決

42　国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

43　火災予防条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

44　市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

45　市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

46　諏訪町６号踏切道の歩道設置工事に係る協定の締結 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

47　コンピュータ機器等の取得 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

48　小型動力ポンプ付積載車の取得 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

49　三蔵子小学校校舎大規模改修工事のうち建築工事請負契約の締結　 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

50　三蔵子小学校校舎大規模改修工事のうち機械設備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

51　御津北部小学校校舎大規模改修工事のうち建築工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

52　学校給食センター厨芥処理機の取得 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

53　５年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

54　５年度水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

55　５年度下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

同意 10　公平委員会の委員の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

同意 11　農業委員会の委員の任命同意 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

報告５　４年度一般会計繰越明許費に係る繰越し ― ― ― ― ― 報告

報告６　４年度水道事業会計予算の繰越し ― ― ― ― ― 報告

報告７　４年度下水道事業会計継続費に係る繰越し ― ― ― ― ― 報告

報告８　土地開発公社の５年度事業計画の報告 ― ― ― ― ― 報告

諮問１　人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ 異議ない

　　　　特別委員会の調査事項の追加 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

報告 5 〜 8 については、報告のみで採決はありません。
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本会議の状況

大雨による災害について
　６月２日から３日にかけて、台風２号の影響に伴う記録的な大雨により、
市内では、浸水や土砂災害等による農作物・家屋などへの被害が発生しました。
　市議会では、６月２０日に緊急質問を行い、被害状況や対応状況、今後の
支援策などについて、４名の議員が質問しました。
　主な質問・答弁は次のとおりです。

緊
急
質
問
の

録
画
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

木
本
朗
善 
議
員

柴
田
訓
成 

議
員

佐
藤
郁
恵 

議
員

倉
橋
英
樹 

議
員

【
問
】
農
作
物
の
被
害
に

つ
い
て
、
緊
急
の
補
助
事

業
等
に
よ
る
国
レ
ベ
ル
の

支
援
策
が
必
要
な
状
況
と

の
こ
と
だ
が
、
農
林
水
産

業
に
関
す
る
国
へ
の
要
望

は
。

【
答
】
大
雨
に
よ
る
東
三

河
の
農
業
被
害
か
ら
の
再

建
に
関
し
、
農
林
水
産
大

臣
宛
て
の
要
望
書
を
、
近

隣
９
市
町
村
の
連
名
で
提

出
し
た
。
被
災
し
た
農
業

者
が
速
や
か
に
営
農
再
開

で
き
る
よ
う
、
施
設
等
の

復
旧
に
対
し
総
合
的
な
支

援
を
求
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

【
問
】
市
民
な
ど
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
被
災
者
へ
の
主

な
支
援
状
況
や
市
の
支
援

策
、
今
後
の
防
災
対
策
は
。

【
答
】
寄
附
金
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、

ま
た
窓
口
に
よ
る
２
種
類
の

受
付
方
法
に
よ
り
、
６
月

19
日
現
在
で
、
全
国
か
ら

１
１
７
件
、
３
９
７
万
９

千
２
６
２
円
の
寄
附
を
受

け
付
け
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支

援
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
申
し
出
に
よ
り
、
６
月
16

日
ま
で
に
延
べ
１
０
６
人
が
、

床
上
浸
水
し
た
住
宅
の
清

掃
な
ど
で
活
動
い
た
だ
い
た
。

　

市
と
し
て
は
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
金
、
保
険
料

等
の
減
免
や
徴
収
猶
予
が

適
用
さ
れ
る
制
度
な
ど
を
案

内
し
て
い
る
。

　

今
後
の
防
災
対
策
は
、
今

回
の
災
害
状
況
を
検
証
し
た

上
で
、
そ
の
結
果
を
地
域
防

災
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
計
画
に
反
映
し
、
見
直
す

べ
き
と
こ
ろ
を
見
直
し
て
い
く
。

【
問
】
情
報
収
集
で
得
た

情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
か
、
ま
た
そ
の

仕
組
み
づ
く
り
は
。

【
答
】
今
回
の
水
災
害
に
お

け
る
情
報
収
集
で
は
、
市

民
か
ら
の
通
報
や
問
い
合

わ
せ
な
ど
に
加
え
、
罹
災

証
明
書
の
申
請
状
況
等

も
貴
重
な
情
報
と
考
え
る
。

被
害
軽
減
に
向
け
た
ハ
ー

ド
整
備
を
検
討
す
る
際
に

活
用
し
、
ま
た
、
早
め
の

避
難
行
動
や
食
料
の
備
蓄

な
ど
、
災
害
に
備
え
る
取

り
組
み
を
推
進
し
、
受
け

継
い
で
い
く
た
め
の
記
録
と

し
て
、
啓
発
活
動
等
に
も

活
用
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
情
報
を
活
用
す
る

仕
組
み
は
、
豊
橋
市
で
導

入
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
技
術

を
用
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

収
集
・
分
析
で
き
る
シ
ス
テ

ム
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

２
０
２
３
年
版
の
配
布
状

況
と
今
後
の
考
え
方
、
個

別
・
各
家
庭
の
避
難
計
画

の
策
定
支
援
は
。

【
答
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
２

０
２
３
年
版
は
、
４
年

度
に
４
万
部
作
成
し
、
５

年
２
月
か
ら
配
布
を
開
始
、

防
災
セ
ン
タ
ー
受
付
や
市

民
課
等
を
通
じ
て
、
５
月

末
ま
で
に
約
１
万
６
千
部

を
配
布
し
た
。
現
在
、
全

戸
配
布
は
考
え
て
い
な
い

が
、
町
内
会
等
の
配
布
希

望
に
順
次
対
応
し
、
状
況

に
応
じ
て
増
刷
を
検
討
す

る
方
針
で
あ
る
。

　

ま
た
、
個
別
・
各
家
庭
の

避
難
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

個
別
支
援
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
市
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
防
災
計
画
」
な
ど
を
活
用

し
、
各
家
庭
に
お
い
て
、
災

害
時
の
避
難
行
動
を
話
し
合

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
啓

発
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

【
問
】
避
難
所
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
が
避
難
さ
れ

る
が
、
障
害
の
あ
る
方
な

ど
配
慮
を
必
要
と
す
る
方

が
避
難
し
た
場
合
の
対
応

は
。

【
答
】
配
慮
を
必
要
と
さ

れ
る
方
に
対
し
て
は
、
視

覚
的
な
刺
激
な
ど
が
苦
手

な
方
が
落
ち
着
き
や
す
い

空
間
を
作
り
出
せ
る
仕
切

り
ボ
ー
ド
や
、
外
国
人
や

ろ
う
あ
の
方
な
ど
と
の
会

話
支
援
の
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー

ド
、
授
乳
室
な
ど
を
用
意

し
、
状
況
に
合
わ
せ
て
必

要
な
も
の
を
活
用
い
た
だ

け
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。　

　

現
在
、
市
で
は
避
難
所

対
策
員
へ
の
研
修
を
毎
年

実
施
し
て
い
る
。
配
慮
を

必
要
と
さ
れ
る
方
が
避
難

さ
れ
た
時
に
合
理
的
配
慮

を
行
え
る
よ
う
に
、
今
後

も
研
修
に
よ
り
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
く
。

　

緊
急
質
問
と
は
、
天
変

地
異
、
突
発
的
な
出
来
事

の
発
生
な
ど
に
際
し
て
行

う
質
問
で
す
。
一
般
質
問

と
は
別
に
、
議
会
の
同
意

を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。



市
政
を
問
う
！

  

一
般
質
問
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一般質問とは、議員が市に対して、市政全般にわたる事務の
執行状況や今後の方針などを質問することです。質問時間は、議員
１人当たり30分です。（答弁の時間を除く。）
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものです。市のホーム
ページで公開するインターネット録画配信で、全ての内容を視聴
できます。議員ごとに掲載しているＱＲコードをスマートフォンや
タブレットで読み取るか、市議会ホームページの「インターネット議会
中継」よりご覧ください。

【
問
】
市
の
人
口
の
維
持
・

増
加
を
図
る
上
で
、
防
災

対
策
は
重
要
で
あ
る
。
６

月
２
日
の
豪
雨
災
害
に
係

る
支
援
や
、
防
災
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
災
害
見
舞
金
の
支

給
に
関
す
る
受
け
付
け
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
新
た
な

支
援
策
の
検
討
を
各
部
署

に
指
示
し
た
。
水
害
予
防

に
生
か
す
た
め
に
記
録
、

伝
承
し
、
備
え
の
重
要
性

や
身
を
守
る
行
動
に
つ
い

て
、
周
知
・
啓
発
を
行
う
。

【
問
】
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

進
捗
状
況
の
自
己
評
価
は
。

【
答
】
人
口
の
社
会
増
や

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
る
と
、
着
実
か
つ

効
果
的
に
取
り
組
み
を
展

開
で
き
て
い
る
。
主
に
、

大
型
商
業
施
設
の
誘
致
に

よ
り
雇
用
を
創
出
し
、
店

舗
内
の
豊
穣
屋
の
出
店
支

援
は
、
地
域
の
魅
力
発
信

の
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

【
問
】
次
期
市
長
選
挙
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
引
き
続
き
市
政
の

発
展
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
再
度
出
馬

す
る
決
意
を
持
っ
て
い
る
。

「地方創生」「市長マニフェスト」

「特別支援教育」「小中学校における不登校対策」

「東三河環状線の整備」「本市の道路維持管理の状況」

「通学校区の選択制及び指定校の変更」

「市民の安全と健康を支える公園」

「平和への取り組みと豊川海軍工廠関連遺産の利活用・保存」

「人口減少時代に対する取組み」

「2023年豊川市議選の投票所削減による影響と投票率向上に向け
て、連区、町内会による特定候補者推薦行為について」「名鉄国府
駅周辺の交通問題」

「教員の増員と教員の負担軽減」「学校の校舎等設備の老朽化等の現
状と整備計画」「保育園、学校給食の無料化の実施」

「豊川市における災害と学校における防災教育」

「自転車の安全利用の促進」

「市民へのデジタルを活用した情報提供のあり方」

星 川 博 文

井 川 郁 恵

北 澤 伸 道

倉 橋 英 樹

鈴 木 佳 孝

林 　 正 子

堀 内 重 佳

佐 藤 郁 恵 
 

安 間 寛 子 

中 村 太 治

八 木 月 子

加 藤 典 子

①

星

川

博

文

地
方
創
生
と
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て

３
日
間

　
12
人
の

課題は？

今後の見通しは？

事業の
進捗状況は？

①豊穣屋
　豊川商工会議所による地域応援セレクト
ショップ。店内には、市内の観光名所などを紹
介する観光ＰＲコーナーや、豊川市・東三河の
特産品などを扱うブランドショップ、店舗のＰ
Ｒや新商品販売を１週間単位で行うチャレン
ジショップを併設している。
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【
問
】
特
別
支
援
学
級
の

在
籍
児
童
数
が
増
え
て
い

る
こ
と
へ
の
認
識
は
。

【
答
】
き
め
細
か
な
対
応

を
求
め
、
保
護
者
が
特
別

支
援
教
育
を
受
け
さ
せ
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
原
因
と
認
識
。

適
切
な
ケ
ア
等
を
受
け
な

が
ら
学
習
し
、
就
職
へ
結

び
付
け
る
こ
と
は
、
そ
の

子
供
や
、
社
会
全
体
に
と

っ
て
有
益
で
あ
る
。

【
問
】
特
別
支
援
学
級
に

関
わ
る
教
員
は
充
足
し
て

い
る
か
。

【
答
】
関
わ
る
教
員
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
は
な
い

が
、
特
別
支
援
学
級
数
が

増
え
、
多
く
の
担
任
が
必

要
に
な
り
、
市
全
体
の
教

員
数
不
足
が
生
じ
る
一
つ

の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
不
登
校
対
策
に
お

け
る
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
活
用
し

た
取
り
組
み
は
。

【
答
】
引
き
こ
も
り
が
ち

な
児
童
・
生
徒
の
た
め
に

配
置
し
、
家
庭
訪
問
な
ど

を
実
施
。
現
在
、
１
名
で

対
応
し
て
い
る
が
、
成
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
大
崎
・
三
蔵
子
工

区
の
通
学
路
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
東
三
河
環
状
線
の

歩
道
を
利
用
し
た
通
学
路

を
設
定
し
、
児
童
の
安
全

確
保
の
た
め
、
防
護
柵
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
問
】
全
線
開
通
は
い
つ

頃
の
予
定
か
。

【
答
】
測
量
や
設
計
、
関

係
機
関
と
の
調
整
等
を
進

め
る
上
で
多
く
の
期
間
が

必
要
と
な
り
、
時
期
を
明

確
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
。

【
問
】
道
路
の
維
持
管
理

を
進
め
る
上
で
の
課
題
と

対
応
策
は
。

【
答
】
課
題
は
、
情
報
の

伝
達
手
段
が
不
十
分
で
迅

速
な
対
応
が
困
難
な
こ
と
、

土
木
技
師
の
確
保
、
財
源

確
保
の
３
つ
。
対
応
策
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
簡

単
に
通
報
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実
、

ま
た
、
事
業
の
平
準
化
を

図
り
つ
つ
、
長
寿
命
化
が

期
待
で
き
る
修
繕
方
法
の

採
用
や
、
国
・
県
の
補
助

金
等
に
よ
る
新
た
な
財
源

確
保
を
検
討
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

【
問
】
児
童
・
保
護
者
が

距
離
に
よ
る
指
定
校
変
更

を
求
め
る
気
持
ち
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

【
答
】
近
く
の
学
校
に
通

い
た
い
と
思
う
の
は
当
然

で
、
十
分
に
理
解
で
き
る
。

【
問
】
距
離
に
よ
る
指
定

校
変
更
の
相
談
が
あ
っ
た

と
思
う
が
、
対
応
状
況
は
。

【
答
】
距
離
だ
け
が
理
由

の
場
合
は
、
変
更
の
許
可

を
し
て
い
な
い
。「
町
内
会

と
の
関
係
等
に
よ
り
地
域

活
動
に
支
障
を
き
た
す
た

め
」
と
い
う
要
件
で
あ
れ

ば
、
許
可
が
可
能
で
あ
る

旨
を
伝
え
る
こ
と
が
あ
る
。

【
問
】
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

な
ど
を
把
握
し
、
審
議
会

の
答
申
を
出
す
考
え
は
。

【
答
】
審
議
会
の
開
催
は

考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
大
き
な
距
離
の
差

が
あ
る
地
区
の
就
学
予
定

者
・
新
興
住
宅
地
の
意
向

を
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
測
る

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

住
民
か
ら
の
意
見
に
よ
り
、

町
内
会
や
連
区
が
実
施
す

る
形
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

②ＳＳＷ
　スクールソーシャルワーカーのこと。教育
の分野に加え、社会福祉に関する専門的な知
識等を有し、問題を抱えた児童生徒に対し、
課題解決への対応を図っていく人材。市では
４年度から配置。

③審議会
　豊川市立小・中学校通
学区域審議会のこと。教
育委員会の附属機関とし
て設置されており、教育
委員会の諮問に応じ、通
学区域に関する事項につ
いて調査・審議し、答申
する。

一般質問

②

倉

橋

英

樹

就
学
指
定
校
の
変
更
に
つ
い
て

北

澤

伸

道

東
三
河
環
状
線
の
整
備
と

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

井

川

郁

恵

特
別
支
援
教
育
と

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

③

東三河環状線（大崎工区）
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⑦

一般質問

【
問
】　

防
災
面
の
役
割
は
。

【
答
】
一
定
の
広
さ
を
持

つ
公
園
は
災
害
に
対
し
て

安
全
性
が
高
く
、
地
域
住

民
に
知
ら
れ
て
い
る
場
所

で
あ
る
た
め
、
１
６
３
箇

所
が
指
定
緊
急
避
難
場
所

と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
遊
具
点
検
の
基
準

や
実
施
状
況
は
。

【
答
】
職
員
の
日
常
点
検

等
に
加
え
、
専
門
技
術
者

に
よ
る
年
に
一
度
の
定
期

点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】
近
年
の
健
康
遊
具

の
整
備
実
績
は
。

【
答
】
豊
川
公
園
で
は
、

４
年
度
に
、
８
種
類
の
健

康
遊
具
を
設
置
し
た
。

【
問
】
拡
充
設
置
す
る
際

の
課
題
と
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】
子
供
が
遊
び
に
用

い
る
と
危
険
な
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
健
康
遊
具
へ

の
変
更
は
、
計
画
に
お
け

る
同
機
能
の
施
設
の
更
新

で
な
け
れ
ば
国
の
補
助
金

が
活
用
で
き
ず
、
財
政
負

担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が

課
題
。
新
た
な
財
源
を
調

査
研
究
し
、
地
元
要
望
な

ど
を
踏
ま
え
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

【
問
】
本
市
の
平
和
都
市

宣
言
の
成
り
立
ち
は
。

【
答
】
豊
川
海
軍
工
廠
の

被
爆
50
年
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
平
和
に
関
す
る
都

市
宣
言
を
行
う
機
運
が
高

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
実

を
後
世
に
伝
え
、
地
球
の

平
和
と
安
全
の
確
保
を
希

求
す
る
と
と
も
に
、
本
市

に
お
け
る
平
和
推
進
の
指

針
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。

【
問
】
諏
訪
墓
地
の
管
理

方
法
と
、
隣
接
す
る
県
有

地
を
購
入
し
、
一
体
管
理

す
る
計
画
は
あ
る
か
。

【
答
】
年
２
回
程
度
の
草

刈
り
な
ど
墓
地
全
体
の
維

持
管
理
は
市
が
行
っ
て
い

る
。
現
時
点
で
一
体
管
理

を
す
る
計
画
は
な
い
。

【
問
】
平
和
公
園
の
設
置

目
的
と
、
そ
れ
に
対
す
る

取
り
組
み
は
。

【
答
】
目
的
は
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
。
語

り
継
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
や
、
小
学
６
年
生
を

対
象
と
し
た
見
学
授
業
の

実
施
に
よ
る
市
独
自
の
平

和
学
習
等
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】
市
営
住
宅
廃
止
の

代
替
と
し
て
、
民
間
ス
ト

ッ
ク
を
活
用
す
る
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
行
う
予

定
は
な
い
が
、
市
営
住
宅

を
建
設
す
る
以
外
の
選
択

肢
と
な
る
よ
う
、
活
用
の

是
非
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
萩
住
宅
の
移
転
事

業
の
概
要
は
。

【
答
】
６
年
度
末
に
条
例

上
で
廃
止
し
、
７
年
度
に

財
産
管
理
課
へ
移
管
予
定
。

【
問
】
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
は
、
萩
住
宅
跡
地
は

宅
地
分
譲
と
し
て
い
る
が
、

利
活
用
の
予
定
は
。

【
答
】
民
間
へ
の
売
却
を

含
め
、
現
時
点
で
は
確
定

し
て
い
な
い
。

【
問
】
市
内
の
地
域
別
の

空
き
家
の
概
況
は
。

【
答
】
当
初
計
画
の
策
定

時
か
ら
は
、
い
ず
れ
の
地

域
も
減
少
傾
向
で
あ
る
。

【
問
】
市
街
化
調
整
区
域

に
あ
る
空
き
家
の
活
用
の

考
え
方
は
。

【
答
】
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
が
利
用
可
能
な
場
合
、

市
へ
の
移
住
・
定
住
施
策

と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う

利
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

堀

内

重

佳

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
市
営

住
宅
と
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

林

　

正

子

平
和
へ
の
取
り
組
み
と
豊
川
海
軍
工
廠

関
連
遺
産
の
利
活
用
・
保
存
に
つ
い
て

鈴

木

佳

孝

市
民
の
安
全
と
健
康
を
支
え
る

公
園
に
つ
い
て

④指定緊急避難場所
　災害による危険が切迫した状況において、生命の安
全を確保することを目的とした緊急に避難する際の避
難先のこと。災害の種類ごとに指定されており、公園は
主に、地震時の避難場所として指定されている。
⑤健康遊具
　日常生活での健康づくりを主な目的とした大人専用の遊具のこと。
⑥計画
　公園施設長寿命化計画のこと。国の指針に基
づき平成22年度に策定された。

⑦諏訪墓地
　昭和20年8月7日の空襲で犠牲になった方
の遺体が当時国有地だった千両と諏訪に仮
埋葬された。その後、海軍工廠が解散し、昭
和26年の発掘開始まで6年間放置された。発
掘の際に遺体は諏訪墓地に移され、身元が
判明した遺骨は遺族の元へ、不明の遺骨は
無縁仏として旧海軍墓地に埋葬された。
　現在は、25基の慰霊碑などが設置されて
いる。

⑧民間ストック
　民間のアパートやマンションなどの住宅のこと。
⑨条例
　豊川市営住宅条例のことで、萩住宅を含めた
市営住宅の設置などについて規定されている。
⑩計画
　豊川市空家等対策計画のこと。平成30年度に5年間
を計画期間として策定し、4年度には改定計画を策定し
た。改定計画では、空き家の概況について、中学校区を
基準とした10の地域別に調査結果をまとめている。

④

⑤
⑥

⑧

⑨

⑩
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【
問
】
定
数
内
欠
員
と
そ

れ
に
対
す
る
配
置
状
況
は
。

【
答
】
５
年
度
当
初
か
ら

中
学
校
の
国
語
２
名
、
理

科
１
名
が
欠
員
。
同
じ
教

科
の
教
員
が
担
当
時
間
を

増
や
し
て
対
応
し
て
い
る
。

【
問
】
通
常
学
級
に
在
籍

す
る
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
が
増
え

て
い
る
が
、
学
級
運
営
支

援
員
を
増
員
す
る
計
画
は
。

【
答
】
全
学
級
で
複
数
の

教
員
や
支
援
員
で
対
応
で

き
れ
ば
余
裕
が
生
ま
れ
る
。

拡
充
等
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
調
査
で
は
、
時
間

を
減
ら
し
た
い
業
務
の
１

位
は
教
育
委
員
会
等
へ
の

提
出
資
料
の
作
成
で
あ
る
。

業
務
を
減
ら
す
考
え
は
。

【
答
】
簡
単
に
断
捨
離
で

き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な

い
が
、
現
場
の
声
に
耳
を

傾
け
、
教
員
の
負
担
軽
減

を
推
進
し
て
い
く
。

【
問
】
大
規
模
建
設
事
業

を
見
直
し
、
学
校
校
舎
等

の
改
修
、
改
築
等
を
優
先

さ
せ
る
考
え
は
。

【
答
】
全
体
の
事
業
の
重

要
度
や
緊
急
度
を
総
合
的

に
判
断
し
、
進
め
て
い
く
。

⑪

⑫

一般質問

防災センターの見学の様子

【
問
】
市
の
考
え
は
。

【
答
】
町
内
会
の
構
成
員

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治

的
信
条
や
考
え
方
を
持
つ

方
が
い
る
た
め
、
政
治
活

動
や
選
挙
運
動
へ
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
は
配
慮
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】
大
池
線
の
交
通
問

題
の
現
状
と
認
識
は
。

【
答
】
大
池
線
の
西
側
住

宅
か
ら
国
府
駅
方
面
へ
向

か
う
歩
行
者
は
、
東
側
歩

道
へ
渡
っ
て
南
側
へ
向
か

い
、
上
宿
交
差
点
で
西
側

に
渡
っ
て
か
ら
駅
方
面
へ

行
く
状
況
。
西
側
に
は
歩

道
が
設
置
さ
れ
て
な
い
が
、

東
側
に
設
置
し
て
い
る
こ

と
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

有
効
利
用
が
図
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
か
わ
し
ん
周
辺
の

歩
道
を
優
先
的
に
整
備
す

る
考
え
は
。

【
答
】
大
池
線
は
未
整
備

区
間
の
中
で
も
、
優
先
度

の
高
い
路
線
で
あ
る
と
考

え
る
。
都
市
計
画
道
路
整

備
は
、
土
地
利
用
状
況
や

関
連
事
業
の
有
無
、
地
元

の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

【
問
】
６
月
２
日
の
大
雨

に
よ
る
主
な
市
の
被
害
は
。

【
答
】
床
上
浸
水
は
６
月

９
日
現
在
で
２
５
２
棟
、

土
砂
災
害
は
家
屋
全
壊
１

棟
の
被
害
が
あ
っ
た
。

【
問
】
防
災
教
育
の
取
り

組
み
の
中
で
、
子
供
が
具

体
的
に
災
害
を
体
験
で
き

る
機
会
が
あ
る
か
。

【
答
】
児
童
の
な
ま
ず
号

体
験
や
、
ス
モ
ー
ク
マ
シ

ン
を
活
用
し
、
火
災
時
に

発
生
す
る
煙
の
怖
さ
を
体

験
し
た
学
校
が
あ
る
。

【
問
】
防
災
食
を
食
べ
る

こ
と
で
自
然
災
害
へ
の
理

解
を
深
め
ら
れ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
検
討
し
、
今
後
の

事
業
に
生
か
し
て
い
く
。

給
食
の
提
供
に
支
障
が
生

じ
た
場
合
に
備
え
た
備
蓄

品
は
、
防
災
教
育
に
も
活

用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
学
校
と
地
域
や
消

防
署
等
と
の
連
携
状
況
は
。

【
答
】
全
小
学
校
が
消
防

署
見
学
を
行
い
、
防
災
セ

ン
タ
ー
の
見
学
を
行
う
学

校
も
あ
る
。
地
域
や
関
係

機
関
と
連
携
し
、
防
災
教

育
を
充
実
さ
せ
た
い
。

中

村

太

治

市
に
お
け
る
災
害
と

学
校
の
防
災
教
育
に
つ
い
て

安

間

寛

子

教
員
不
足
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て

佐

藤

郁

恵

連
区
、
町
内
会
に
よ
る

特
定
候
補
者
推
薦
行
為
に
つ
い
て

⑪かわしん
　ここでは、八幡町上
宿にある豊川信用金
庫のＡＴＭコーナー
を指す。大池線の西側
に位置している。

⑫調査
　全日本教職員組合
が実施した教職員勤
務実態調査2022の
こと。
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【
問
】
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

情
報
発
信
強
化
の
展
開
は
。

【
答
】
別
々
に
情
報
発
信

し
て
い
た
内
容
の
集
約
を

は
じ
め
、
プ
ッ
シ
ュ
型
・

プ
ル
型
併
用
の
一
元
的
な

情
報
発
信
を
検
討
す
る
。

【
問
】
ま
な
び
ポ
ケ
ッ
ト

を
選
定
し
た
理
由
は
。

【
答
】
保
護
者
連
絡
機
能

が
無
料
で
使
用
で
き
る
こ

と
な
ど
。
欠
席
連
絡
等
に

活
用
し
、
将
来
的
に
紙
媒

体
の
配
付
は
な
く
し
た
い
。

【
問
】
母
子
保
健
事
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
状
況
は
。

【
答
】
あ
い
ち
電
子
申
請

届
出
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

妊
娠
８
カ
月
頃
の
面
談
や

各
種
教
室
の
予
約
が
可
能
。

【
問
】
保
育
所
申
請
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
状
況
は
。

【
答
】
保
育
施
設
等
の
利

用
申
し
込
み
な
ど
の
３
つ

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
６

年
度
中
の
本
格
実
施
に
向

け
課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

【
問
】
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導

入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
４
年
度
か
ら
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
開
催
に

よ
り
準
備
を
進
め
て
お
り
、

６
年
度
の
導
入
を
目
指
す
。

【
問
】
人
身
事
故
に
お
い

て
、
自
転
車
対
車
で
は
、

ど
の
よ
う
な
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
る
か
。

【
答
】
83
件
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
出
会
い
頭

が
50
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
の
広
報
啓
発
に
係
る

取
り
組
み
内
容
は
。

【
答
】
自
転
車
安
全
利
用

五
則
を
活
用
し
、
広
報
や

チ
ラ
シ
、
交
通
安
全
教
室

な
ど
の
機
会
を
捉
え
た
啓

発
に
努
め
て
い
る
。

【
問
】
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

補
助
金
の
実
績
は
。

【
答
】
４
年
度
は
１
０
３

１
件
。
今
年
度
は
５
月
末

日
ま
で
に
４
９
９
件
。

【
問
】
補
助
対
象
者
を
拡

大
す
る
予
定
は
。 

【
答
】
県
と
協
調
し
た
補

助
制
度
で
あ
り
、
補
助
対

象
者
を
拡
大
す
る
予
定
は

な
い
。
県
警
の
統
計
で
は
、

自
転
車
事
故
に
お
け
る
ヘ

ル
メ
ッ
ト
未
着
用
時
の
致

死
率
は
、
着
用
時
に
比
べ

て
約
２
・
２
倍
と
高
い
。

被
害
軽
減
の
た
め
、
正
し

く
着
用
し
て
頭
部
を
守
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

再生

一般質問

ライブ中継・録画配信を行っています
一般質問を含め、本会議の様子は、インターネットでの中継及び配信を行っています。ぜひご利用ください。

※左のQRコードからアクセス
できます。 
通信料は利用者負担です。

市役所ロビー（本庁舎１階）の
モニターでライブ中継を見るこ
ともできます。

⑮

⑯

⑬

⑭

▲お知らせ

会議名一覧 議員名一覧 表示設定 動作環境

令和5年第2回定例会 − 6月6日　初日　

開会、会議録署名議員の指名、会期の決定

提案説明（第37号議案～第48号議案）

採決議案（提案説明【同意第10号・第11号、報告
第５号～第８号、諮問第１号】、質疑、表決）

ご覧になりたい発言を選択ください。

再生

再生

加

藤

典

子

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
市
民
へ
の

情
報
提
供
の
在
り
方
に
つ
い
て

八

木

月

子

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
に

つ
い
て

ここをクリック
してください。

⑬自転車安全利用五則
　「夜間はライトを点灯」、「ヘルメットを着
用」などが定められている。国の中央交通安
全対策会議交通対策本部が平成19年に決
定し、4年11月に改正された。

⑭ヘルメット購入補助金
　自転車乗車用ヘルメット着用促進事業費補
助金のこと。満7歳から満18歳、及び満65歳以
上を対象に、購入費用の一部を補助する制度。

⑮プッシュ型・プル型
　プッシュ型は、市民などの対象者へ一斉に情報を押し出す
能動的な配信のことで、広報や安心メールがある。
　プル型は、当事者にオンライン上で有益な情報を見つけて
もらう受動的な配信のことで、ホームページやＳＮＳがある。

⑯まなびポケット
　クラウド型教育プラットフォームサービスのひとつ。市内
全３６小中学校で導入されており、学習ログ機能、ファイル
共有機能、保護者向け連絡機能などを無償で利用できる。
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委員会を開催しました

常任委員会で行った議案の審査について、主な質疑・答弁を掲載します。

常 任 委 員 会
　部門別に、本会議から付託された議案や送付された陳情の審査、所管
する事項の調査などを行う委員会で、以下の４つの委員会があります。

総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、財務部、消防本部、	
	 	 他の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に	
	 	 関すること

特 別 委 員 会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門
的に審査や調査を行う委員会です。政策課題調査特別委員会、予算特別
委員会、決算特別委員会があります。

総
務
委
員
会

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

法改正に伴い、市税条例を改正

６
月
19
日

【
問
】
森
林
環
境
税
の
非
課
税
基
準
が
個
人
住

民
税
均
等
割
の
基
準
と
違
う
理
由
と
影
響

は
。

【
答
】
理
由
は
、規
定
す
る
法
令
が
異
な
る
こ
と

に
よ
る
も
の
。影
響
は
、個
人
住
民
税
非
課

税
だ
っ
た
納
税
義
務
者
が
、森
林
環
境
税
の

み
課
税
と
な
る
場
合
が
生
じ
る
こ
と
。

【
問
】
マ
ン
シ
ョ
ン
長
寿
命
化
促
進
税
制
に
よ
り

想
定
さ
れ
る
固
定
資
産
税
へ
の
影
響
額
は
。

【
答
】
仮
に
、対
象
と
な
る
マ
ン
シ
ョ
ン
32
棟
全

て
が
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、最
大
で
約

１
９
０
０
万
円
の
減
額
と
な
る
。

【
問
】
市
の
管
理
計
画
の
認
定
の
状
況
は
。

【
答
】
現
在
、マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
計

画
を
策
定
中
で
あ
り
、マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画

の
認
定
実
績
は
な
い
。な
お
、市
に
よ
る
助
言

等
を
受
け
て
長
期
修
繕
計
画
の
見
直
し
な

ど
を
行
っ
た
場
合
に
も
対
象
要
件
を
満
た
せ

る
が
、こ
ち
ら
も
ま
だ
実
績
は
な
い
。

【
問
】
森
林
環
境
税
は
法
人
は
対
象
外
な
の
か
。

【
答
】
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

関
す
る
法
律
で
は
、こ
の
法
律
の
施
行
地
に

住
所
を
有
す
る
個
人
に
対
し
て
、国
が
均
等

の
額
に
よ
り
森
林
環
境
税
を
課
す
る
と
定

め
て
い
る
。

付
託
議
案
審
査

第
39
号
議
案

市
税
条
例
の
一
部
改
正

　議員全員が参集する本会議
の下審査機関として、専門的・
能率的な審査や、重要な事柄
についての調査をするための
会議です。

市当局が予算案や条例改正案などを提案・説明します。
議員は、この場で質問することもできます。

委員会で行った審査内容を委員長が報告した後、
各議案について、賛成か反対かを議員全員で決定します。

本会議で市当局が提案した議案について、
各分野に分かれて詳しく質疑などを行います。

委員会とは？

議
案
審
査
の
流
れ

本会議（提案・説明）

委員会（議案審査）

本会議（議決）

ここだリン☆

こ ん な こ と を 聞 き ま し た

Q.

A.
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福
祉
委
員
会

６
月
19
日

付
託
議
案
審
査

第
42
号
議
案

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

議
会
協
議
会
は
、
議
員
全
員
に
よ
り
構

成
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
項
を
協
議
・

調
整
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
会
議

で
す
。

　

５
年
１
月
に
発
覚
し
た
、
市
職
員
に
よ

る
準
公
金
の
横
領
事
案
を
受
け
、
市
が
再

発
防
止
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
、
取
り
ま

と
め
た
報
告
書
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委員会を開催しました

【
問
】
内
部
統
制
制
度
に
よ
る
リ
ス
ク
管
理

は
、財
政
課
や
会
計
課
な
ど
の
財
務
事
務

所
管
課
の
み
の
管
理
で
は
な
く
、全
体
の

横
断
的
な
管
理
が
必
要
だ
が
、市
の
考
え

は
。

【
答
】
横
断
的
な
管
理
は
、行
政
課
で
全
庁
的

な
取
り
組
み
を
集
約
し
、内
部
統
制
評
価

報
告
書
を
作
成
す
る
中
で
行
わ
れ
る
と
考

え
る
。リ
ス
ク
事
案
の
発
生
状
況
や
分
析

に
よ
り
、適
正
な
制
度
の
運
用
に
向
け
た

改
善
を
図
っ
て
い
く
。ま
た
、全
庁
に
向
け

て
内
部
統
制
通
信
を
定
期
的
に
発
行
し
、

国民健康保険法施行令等の改正に伴い、条例を改正 　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に

関
し
て
、社
会
保
険
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、

６
年
度
以
降
も
引
き
上
げ
る
可
能
性
は
。

【
答
】
国
で
は
、国
民
健
康
保
険
以
外
の
被
用
者

保
険
に
お
け
る
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
て
賦
課
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、国

民
健
康
保
険
法
施
行
令
を
改
正
し
、高
所
得

層
と
中
間
所
得
層
の
負
担
能
力
に
応
じ
た

適
正
化
を
図
っ
て
き
た
。市
は
、こ
れ
ま
で
国

の
方
針
を
踏
ま
え
て
条
例
を
改
正
し
て
お
り
、

今
後
も
同
様
に
対
応
し
て
い
く
。

【
問
】
保
険
料
の
減
額
に
係
る
所
得
判
定
基
準

額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、改
正
後
に
新
た

に
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
数
、ま
た
、法

定
軽
減
相
当
分
に
対
す
る
公
費
支
援
は
。

【
答
】
４
年
度
の
保
険
料
率
算
定
時
に
お
け
る
、

被
保
険
者
の
所
得
状
況
か
ら
試
算
す
る
と
、

５
割
軽
減
が
69
世
帯
、２
割
軽
減
が
70
世

帯
の
計
１
３
９
世
帯
が
対
象
と
な
る
。ま
た
、

公
費
支
援
は
、市
が
４
分
の
１
、県
が
４
分

の
３
を
負
担
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

公
金
等
取
扱
適
正
化
に
向
け
た

検
討
報
告
書（
案
）

その他に開催された委員会

議会協議会を開催しました

６月22日	 政策課題調査特別委員会
	 「新たな議事堂検討分科会の設置について」

制
度
の
周
知
や
リ
ス
ク
事
案
と
そ
の
対
応

策
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て
い
く
。

【
問
】
今
回
策
定
さ
れ
る
準
公
金
取
扱
基
準
の

施
行
の
予
定
は
。

【
答
】
速
や
か
に
手
続
き
を
進
め
、７
月
上
旬

に
は
施
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
準
公
金
取
扱
基
準
第
10
条
に
決
算
に
つ

い
て
規
定
が
あ
る
が
、決
算
の
公
表
は
さ

れ
る
か
。

【
答
】
決
算
の
公
表
は
各
団
体
の
判
断
に
よ
り

行
う
も
の
で
あ
り
、基
準
に
お
い
て
公
表
を

規
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。市
と
し

て
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う
、第
11
条
で
、

準
公
金
管
理
者
は
、管
理
状
況
を
所
属
部

等
の
長
な
ど
を
通
し
、市
長
に
報
告
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

【
問
】
顧
問
弁
護
士
の
意
見
書
に
あ
る
、再
発

防
止
徹
底
の
た
め「
あ
る
程
度
の
負
担
増

は
甘
受
す
べ
き
」の「
負
担
」は
人
件
費
と

捉
え
る
が
、職
員
の
人
員
増
を
図
る
考
え

は
。

【
答
】
３
年
か
ら
の
第
６
次
定
員
適
正
化
計
画

で
は
、１
２
０
人
の
増
員
と
な
っ
て
お
り
、

適
正
な
配
置
に
努
め
て
い
る
。

６
月
16
日
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陳情を審査しました

※ 国や県に対して意見書の提出を求める陳情などは、申し合わせにより各派交渉会において「聞きおく」とし、全
議員にその写しを配付します。そこで「聞きおく」とされた陳情のうち、各会派が陳情内容により意見書や決議
の発議が必要と判断した場合、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。今
期定例会においては、陳情第２号及び陳情第８号について意見書発議の申し出があり、各派交渉会において協
議を行った結果、意見書の発議は見送ることとなりました。

　市議会では、市の各種施策について、全国の議会関係
者の皆様からの視察の受け入れを行っています。
　この度の視察では、会議室にて事業の概要等の説明や
質疑応答を行った後、ドローンの飛行実演、豊川公園の
現地視察などを行い、貴重な意見交換の場となりました。
　豊川市にお越しいただき、ありがとうございました。

行政視察の受け入れを行いました

令和５年２月３日　山梨県山梨市議会	
　「豊川市防災ドローン航空隊について」

令和５年５月１９日　長野県千曲市議会	
　「公園・スポーツ施設の整備について」

陳情第1号 庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情
陳情者　小林　久尚、松下　正夫

結果 陳情第１号は、総務委員会において、「聞きおく」と決定。

陳情第2号 最低賃金の大幅引上げと全国一律化、中小企業支援の拡充と公正取引を求める意見書の
提出を求める陳情

陳情第3号 公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の制定を求める意見書の
提出を求める陳情

陳情第4号 住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求める意見書の提出を求め
る陳情

陳情第5号 地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

陳情第6号 保育所職員の人材定着・確保のため保育士配置基準と公定価格を抜本的に改善し、離職
しない保育職場の実現を求める意見書の提出を求める陳情

陳情第7号 介護・障害福祉職場の１人夜勤をなくし、複数配置をあたりまえにすることを求める意見
書の提出を求める陳情

陳情第8号 「１年単位の変形労働時間制」導入のための条例制定ではなく、教職員の長時間過密労
働解消のための施策を求める意見書の提出を求める陳情

陳情者　春の自治体キャラバン実行委員会　代表　西尾　美沙子

陳情第9号 全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対する陳情

陳情者　小林　久尚

結果 陳情第２号から陳情第９号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。
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市議会は傍聴できます！
　市議会の本会議や委員会は、どなたでも傍聴することが
できます。
　傍聴を希望される方は、会議の開催日をご確認のうえ、
市役所本庁舎３階の議会事務局までお越しください。

　本会議は、インタ
ーネットでライブ中
継・録画配信を行っ
ています。ご利用方法
は、12ページをご覧
ください。

議会だよりの議会だよりの
表紙写真募集表紙写真募集

令和 5 年 第 3 回定例会

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベントなど、
市内で撮影された写真（未発表のものに限ります。）
を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所有者の
承諾が得られているものに限ります。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以外の箇
所に掲載させていただくことがあります。

【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、電話
番号を明記の上、議会事務局までお送りください。
（直接持ち込み可）

e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます

豊川市議会だより 検索

“想い”に、寄り添う。

豊川市豊川町伊呂通 25-4　TEL0533-86-3349
http://www.print-box.jp

「伝えたい」
「かたちにしたい」

その“想い”を叶えるお手伝いをさせてください

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

会期日程予定
8月 28日 （月） 開会・議案説明 13時 30分 

8月 31日 （木） 一般質問 10時 

9月 　1日 （金） 一般質問 10時 

9月 　4日 （月） 一般質問 10時 

9月 　6日 （水） 議案付託・一部採決 13時 30分 

9月 　8日 （金） 常任委員会（議案審査） 10時

9月 11日 （月） 常任委員会（議案審査） 10時

9月 13日 （水） 決算特別委員会 10時
9月 14日 （木） 決算特別委員会 10時
9月 15日 （金） 決算特別委員会 10時

9月 20日 （水） 予算特別委員会 10時

9月 22日 （金） 討論・採決・閉会 13時 30分 
 マークの日はライブ中継を行います。

日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

次回の
市議会

市議会の活動をより身近に感じ
ていただけるよう、議長の公務
の様子や本会議、委員会の内容
などを、写真を交えて発信してい
ます。

上のQRコードから
アクセスできます。
※通信料は利用者	
負担です。

スマートフォンなどへ、豊川市議会
だよりを配信しています。
左のQRコードからアクセスできます。
※通信料は利用者負担です。

広告

豊川市議会公式Facebook豊川市議会公式Facebook


